青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　                                         平成20年8月25日　担当：青山

	入　所　者
	氏　名　　　　岩織　由美子　　　様　　　　　男・女
	昭和30年8月3日生（53歳）

	
	〒039-0003　　　八戸吹上6丁目8-3
	電話　自宅）0178-38-3820

携帯）090-9537-5876

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	平成11年頃（44歳時）－うつ病

平成15年頃（48歳時）－非定型精神病平成15年頃（48歳時）－統合失調症
	罹 患 期 間
	　約8年

	
	入院回数
	1回
	延べ入院年数
	3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部医師）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

	医療区分
	社保（扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	20,000円
	精神（１級）

	経済状況
	基礎年金年金（1級）
	月額　　約8.3万円　　＋　家族援助　　　＊障害程度12月より変更

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	生活訓練施設「青山荘」、自宅(外泊時)

	入所年月日
	Ｈ19年12月6日
	身長
	158cm
	体重
	51kg

	最終学歴
	青森県立中央高校卒業（青森市）
	免許・資格
	普通自動車（1種）珠算（3級）

	職　歴
	S49.4～S51.8　三菱ふそう

S52.5～S53.8　青森県庁（臨時職員）

S54.4～S55.7　太田鉄筋

H2.12～H3.4　 富岡生命（保険外交員）

H11.4～H11.8　遺跡発掘作業員
	

	保　護　者
	氏　　名　　　岩織　健　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居　・否）

	入所目的（本人、家族より）

・身の回りのことを自主的に行えるようになりたい。

・家族や他者に迷惑を掛けないように相手を気遣える生活がしたい。

・夫や娘との関係性が悪く距離を空けた状態で生活訓練を行い、良好にしたい。



	


	入院・治療歴　（初診日：平成11年8月-類家内科）

	期間
	入・通院
	医療機関
	病名
	その他

	H11.12.8　～　H15.4
H15.5.26　～　H15.8.30
H15.9　　 ～　H15.10.25
H15.10　　～　H19.11.29
H19.12.12 ～　現在
	通院

入院

通院

通院

通院
	八戸市立市民病院

松平病院

松平病院

八戸市立市民病院

青南病院
	うつ病

非定型精神病

非定型精神病

統合失調症

統合失調症
	＊医療保護入院

	生活歴

青森市にて出生。高校卒業後は三菱ふそうに事務職として入職するが、同僚からいじめを受けたことで胃潰瘍を患い2年程で退職。その後半年程実家で生活しながら就職活動をし、青森県庁農林水産部に臨時職員として勤める。2年半程勤めるが、S54現在の夫と結婚し退職（24歳時）。S56に娘を出産。出産後、夫は単身赴任する形となり一人で子育てするが、娘が中学生になると、同級生からいじめを受け登校拒否（進学・卒業単位は取得）となり、その間娘からも暴力行為を受けていたこともある。H11.4～H11.8遺跡の発掘作業に参加する。この間、夏の暑さに体力を消耗し、期間途中で仕事を辞めている。その後からはっきりとした抑うつ気分変調（空虚感・困惑・意欲減退・易疲労・体調不全感など）を認める様になり、類家内科を受診するが、その後も症状は憎悪し、希死念慮も出現。その為八戸市立市民病院を受診、うつ病と診断される。通院することで序々に安定していたが、H15.4頃より夫や娘に対してよそよそしい言葉遣いをするようになり、話し掛けに対しても生返事や無反応となる。また、独語・空笑や、夫や娘の持ち物を隠すなどの行為も見られた。「夫からの暴力を受けている」と警察署、市役所に相談することや断薬、交通事故を起こしたことから、家族が当時の主治医に相談し、H15.5.26～H15.8.30松平病院にて入院加療を行う（この時点で病名を統合失調症に改定）。退院後は再び八戸市立市民病院にて外来通院を行いながら同病院デイケア通所を行う（週に2回）。外来では落ち着いた様子見られているが、夫・娘からは生活能力の低下・現実検討力の低下・自己中心的な言動の為に家庭内での生活が混乱していると主治医に相談し、また、浪費・生活リズムの乱れなどもあり、家族の精神的負担も大きいことから生活スタイルの見直しと生活技術向上の為H19.12青山荘入所となる。


	
	家族状況、家族との交流及び協力の程度（経済面も含めて）

夫→保護者であり、主支援者。外来受診にも時々同行しており、病気に対しての理解もある程度有している様子。以前は本人の言動がストレスとなることも多く、暴力行為を行うこともあった。デーリー東北新聞社で管理職として勤務。

娘→主婦業を行いながら日中は自宅で生活する。本人との折り合いは悪く、本人との同居にも拒否的。

婿→三菱ふそう（整備士）に勤務。本人との関わりは少ない。

義母→夫の母は根城で夫姉と同居している。（夫兄弟は5人）

夫の兄弟→長女以外は遠方に在住しており、殆ど交流はない。



平成20年8月25日（月）
　　       

	氏　名
	岩織　由美子様
	男・女
	生年月日
	昭和　30年　8月　3日（53歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標　①自宅での役割を持ち、QOLの向上を図る。

　　　　　②対人技能向上を図り、家族の負担を軽減する。

　　　　　③家族間で、お互いに距離を置き生活できる。

短期目標　1、青山荘入所者とトラブルなく生活できる。

　　　　　2、定期的な保清ができる。


	これまでの経過（前回評価日　　H20　年　5 月　16日　）

	前回の問題点

＜家族関係＞（継続）

5/31　6月の退所について家族面談を行う。夫様は本人が入所している事で、自分も娘様も生活が安定しているし、娘様との関係性を考え、娘が心身共に疲労することが心配とのこと。夫様自身も仕事が忙しく、現段階での退所は難しく、もう少し入所を延長したいとのこと。これからは今後在宅支援体制をつくり、家族を支援していきたいと提案し、8月を目途に家族会議をするまで、今後の生活スタイル、自分の役割について改善していくことを短期目標とする。面談終了後、娘様に電話で報告した際、「母の状態が入所前と何も改善されていない。青山荘の入所が難しいのであれば入院させたい」と訴えていた為、家族援助の必要性を感じ面談を行う。職員から、病気の説明、障害受容、家族の感情表出、現在の生活の評価について具体的に説明を行う。今後について、長期的な外泊より、週1回程度の外泊もしくは外出で本人に家族間での役割を持たせ、入所生活の動機付けを図ることを提案し、了解している。

7/11　退所に向けての方向性、青山荘での様子、外泊時の本人との関わりについて娘様と家族面談を行う。前回（5月）面談時、退所の時期について、8月を目途に家族の受け入れ体勢を整え、青山荘では退所に向けた支援を行っていくこととし、８月に再度家族面談を行う予定であったが、現在夫様の仕事が忙しく、家族に受け入れる余裕がないこともあり、現在受け入れは難しいと話す。娘様自身、退所について本人を含め家族でゆっくり相談し、考えていきたいとのことで、主治医を交えた家族面談を予定している。退所に向けた今後の方向性として、外泊時に本人と家族で話し合い、家族で役割分担し、家での役割を決めるとともに、本人の1日のスケジュールを決めることで、家族で本人の役割をその都度確認、評価し、また自宅への外出泊訓練を継続しながら、徐々に本人に役割を任せて行く方向で支援していくことを提案いる。

7/30　退所に向けての方向性について主治医を交え家族面談を行う。本人としては8月いっぱいで退所したいとのこと。家族としては現在の本人の様子であれば、青山荘入所前と同じように家族と衝突し、お互いストレスになってしまい、またこのまま本人が退所をすれば家族が崩壊してしまうと話す。このことを踏まえ、8月いっぱいでの退所は難しいこと、今後退所に向けて現在同様繰り返し外泊を続けると共に、外泊時には色々なことを手伝うのではなく、何か一つのことを最後までやり通すことで、家族評価をし、本人の生活を充実させていくこと、青山荘での支援方法として、本人の生活スタイルの確立を図ることを提案している。

今回の問題点

<食品の買い物について>

　外泊から帰荘時、大量の食材を購入していることがある。食品はいつも決まって焼きそば、パンを購入しており、デイケアを利用していない曜日の昼食として食べている。しかし、購入時賞味期限が1～2日で切れそうな食材を購入したり、購入量に対して食べる量が少ないため、すぐに賞味期限が切れてしまうことがある。またその賞味期限が切れた食材を「まだ食べる事ができるから」と話し、食べていることがある。8/7のみんなで話そう会終了後、冷蔵庫掃除を行っていると、賞味期限が大幅に過ぎた食材が大量に出てくる。本人に食中毒の説明を行い、捨てることを説明し了承するも、その後「どこに捨てたの。食べるから」と話し、繰り返し説明を行うも納得していない様子であり、荘内のゴミ箱を回っている。その後説明を行い、新しい食材を購入することで納得している。しかし購入した食材についても、賞味期限が切れそうな食材を購入しているため尋ねると、「安かったからこれを買ってきました」と話している。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①家族関係について(継続)

　
	○家族の障害受容（家族支援）

· 家族面談を実施し、本人に対する家族の思いを聞き出す。

· 家族が望む程度まで本人の能力が向上することは難しいとの現実を伝え、障害受容の必要性を説明する。

· 外泊を通じて段階的に障害受容できるよう、本人との関わり方を検討し、外泊時に実践してもらう。

○外泊について
· 外泊前に本人と外泊中の予定表を作成し、家庭内で本人に役割を持たせ、家族に評価してもらうことで本人の生活に充実感を持たせる。

· 外泊後本人と振り返りを行うことで、良かった点、改善点を明確にし、次回外泊時の役割の向上につなげる。

· 定期的に職員・家族間で電話等を使い情報のやりとりをし、何らかの課題が見つかった時はその都度検討する。
	2ヶ月

	②大量に食品を買い込んでしまう。

・賞味期限が切れてしまったのを食べる

・物に固執する

・同じ食材を購入する


	○食品の買い方

· 大量に食材を購入し、賞味期限が切れてしまうため、デイケアへ通所していない曜日を利用して、よこまちストアへその都度買い物へ行く。

· 食材の量、食材の選び方について、必要があればスタッフと一緒に買い物に出かけ、その都度説明を行っていく。

· 賞味期限切れにも関わらずその物に固執してしまい、その食材を食べている為、その都度説明を行い、本人と一緒に冷蔵庫の整理を行っていく。

· 同じ食材を大量に購入しており、毎昼食偏った食事を摂っているため、栄養のバランスを説明しながら、必要に応じてスタッフと一緒に調理を行う。
	2ヶ月




修正プラン実施評価日： H　 年　 月　 日（ ）　青山荘地域交流活動室
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吹上在住





根城在住

























































































